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秋田県には先入の残した多くの文化財が残されています。この貴

重な文化財を保護し継本していくことはミ立たちの現在と未来に

とって必要欠くべからざることであります。

このたび農業用基幹道路として可西山地区農免農道整備事業が

計画され1 路線の一部が用野目)11向車遺跡を通過することになり、

工事に先立つて発掘調査を実施しミたしました。

その結果百縄文時代の竪穴遺構や平安時代の竪穴住居跡などが

発見されました。

本書はミ調査成果をまとめたものでありますが、埋蔵文化財保

護へのご理解と郷土の歴史解明にご活用いただければ幸いです。

最後に、この調査にご協力いただきました秋田県農政部鹿角農

林事務所有鹿角市教育委員会をはじめ関係各位に心から感謝の意

を表します。

平成元年3月25日

秋田県教育委員会

教育長 斎藤



例日

1. 本書は、鹿角市西山地区農免農道整備事業に係る用野日川向田遺跡の発掘調査報告書で

ある。

2.本書に掲載した地形図は、建設省国土地理院発行5万分の1r花輪Jr田山Jr大館」 γ大葛J

である。

3. 本遺跡の発掘調査、本書の作成に際し、財団法人北海道埋蔵文化財センター調査第一課

課長撞市幸生氏、鹿角市教育委員会社会教育課大湯環状列石整備対策室主任秋元信夫氏、

秋田県立十和田高等学校教諭鎌田健一氏より御指導、御助言を賜った。記して感謝の意を

表する次第である。

4. 本書の執筆は、第2章第2節、第4章第2節中2.平安時代の竪穴住居跡、を磯村亨が、他を小

畑巌が行った。

凡 例

1 .竪穴住居跡等遺構の柱穴に付した数字は、床面からの深さを表わす。(単位cm)

2.各遺構に付している略記号は次の通りである。

SI...竪穴住居跡 SKI...竪穴遺構 SK…土坑

3. 本文中にRPとあるのは、遺構調査中に出土した土器・土製品を表わす略記号である。

4. 土色の表記は、農林省農林水産技術会議事務局監修財団法人日本色彩研究所色票監修

『新版標準土色粘Jに拠った。

5. 挿図に使用したスクリーントーン及びシンボルマークは次の通りである口

焼 土 土器

色短理 器

鉄製
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第 1節発掘調査に至るまで

第 1章はじめに

第l節発掘調査に至るまで

鹿角市西山地区は、主に果樹と畑作物を栽培する地域である。ここで生産される農作物の搬

出路を確保することを目的に、昭和57年秋田県農政部によって農免農道整備事業が計画された。

計画された農免農道は、鹿角市尾去沢の北方約1kmvこある久保田橋を起点とし、岡市神田まで

を結ぶ全長約6.5kmで、あった。これに伴い、計岡路線内に埋蔵文化財が包蔵されている可能性

があることから、秋田県農政部鹿角農林事務所の依頼を受け、秋田県教育委員会が調査に着手

することになった。昭和59年に遺跡分布調査、昭和60、62年に遺跡範囲確認調査が行われた。

その結果、太田谷地館跡、高麗館跡、高瀬館跡、堪忍沢遺跡、用野目川向III遺跡の5遺跡、が調

査の対象となることが判明した。発掘調査は、昭和61年度に高瀬館跡、堪忍沢遺跡、昭和62年

には太田谷地館跡について実施された。昭和63年度には、太田谷地館跡の第2次調査と用野

白川向III遺跡の調査が行われたのである。

第2節調査の組織と構成
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調査事務担当者

調査協力機関

秋田県鹿角市花輪字用野目川向116-6、115-3地

昭和63年8月29日----10月14日

1ヲ200m2

1，200m' 

秋田県教育委員会

小畑 巌(秋田県理蔵文化財センタ

(秋田県埋蔵文化財センター非常勤職員)

加藤 進(秋田県埋蔵文化財センター主査)

高橋忠太郎(秋田県埋蔵文化財占センター

秋田県鹿角農林事務所

鹿角市教育委員会
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第2章遺跡の立地と環境

第2章遺跡の立地と環境

第1宣告 自然的環境

秋田県の北部、岩手県と境を接する鹿角市は、東側に奥羽脊梁山脈、西側に高度100~400m

の低山地、さらにその間に米代川、大湯川、小坂川等によって形成された花輪盆地に大きく分

けることができる。用野田川向III遺跡は、この花輪盆地を見下ろすことができる西側の低山地

の東辺、北緯40度12分、東経140度46分に位置する。このあたりには、十和田火山起源の火山

噴出物が広範囲に分布しているが、本遺跡もその上に立地している。遺跡の罵辺は、おかぼ、た

ばこ等の畑作物の栽培と山林に利用されている。

第2節歴史的環境(第1図、第1表)

第1図は、用野自川向III遺跡と周辺の遺跡の分布図である。図から、米代川流域に形成され

た湾岸段丘上(標高200m前後Hこ遺跡が多く分布しているのがわかるの本遺跡付近では遺跡の

分布密度が低いが、北方約3km付近 (38~51 ， 53 ， 54) 、東方約3.5km付近 (6~18， 56~63) では密

度が高い。密度の低い要悶として、未利用地が多いことや大湯浮石層により先史時代の遺物が

地表にあらわれにくいこと等が考えられる。東北縦貫自動車道、西山農免農道などの工事にと

もない発掘調査されている遺跡も多し、。ここでは本遺跡周辺米代)11流域につし、て、発掘調査が

行われた遺跡を中心に各時代ごとの歴史的環境につし、て簡単にみていきたし、。

鹿角市では、 !日石器時代の遺跡は確認されていなL、
縄文時代の遺跡は多数確認されているが、代表的なものとして本遺跡の東方約2.5kmに天戸

森遺跡(56)が所在する。前期から晩期にかけての遺物が出土し、中期中葉ーから末葉にかけての

竪穴住居跡が140軒検出されており、この時期の遺跡としては県内最大のものである。この{也、

早期~晩期に位置づけられる猿ケ平日遺跡(15)、後期のものでは「ストーン@サークル」で知

られる大湯環状列石(26)があげられる。

弥生時代については、単一の遺跡は発見されておらず、表からわかるように他時代との複合

遺跡として確認されているだけである。 出土する遺物は、主として小披X式に比定される土器

である。

平安時代に営まれたとされる太田谷地館跡(2)、堪忍訳遺跡(5)は、本遺跡同様西山地区に所

し発掘調査も行われ多大の成果がえられた。前者は、竪穴住居跡56軒、空堀3条、士坑等が

- 2 -
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第2章遺跡の立地と環境

第11毛 周辺遺跡一覧表

検出され、 けられる とされ、後者は、製鉄操業に関連

する遺構13基、竪穴住居跡6軒等が確認され10世紀中葉~末葉に操業したものと考えられてい

る。この他、平安時代の竪穴住居跡が49軒検出された歌内遺跡(95)、同じく 33軒が検出された

妻の神I遺跡(14)が代表的なものとしてあげられる。

- 4 -



第2節歴史的環境

中世の館跡としては、高屋舘跡(3)、高瀬館跡(4)、小枝指館跡(33)等があげられる。いずれも

近世初頭に成立したとみられる『鹿角由来記』に記載されている四十二館に含まれるものであ

る。高瀬館、小枝指館は発掘調査され、舶載陶磁、貨幣等が出土している。後者については、

昭和33年調査主体の東京大学が刊行した『館土ll::Jlのなかで出土遺物等から、鹿角の中世館の大

半は戦菌、織豊期まで使用されてし、たとされてし、る G

参考文献

秋田県 『秋田県総合地質国幅花輪Jl 1973(昭和48年)

秋田県教育委員会 『太田谷地館跡J秋田県文化財調査報告書第172集 1988(昭和63年)

秋田県教育委員会 『堪忍沢遺跡』秋田県文化財調査報告書第152集 1987(昭和62年)

秋田県教育委員会 『高瀬館跡』秋田県文化財調査報告書第153集 1987(昭和62年)

秋田県教育委員会 『妻の神 I遺跡・乳牛平遺跡』秋田県文化財調査報告書第107集1984

(昭和59年)

秋田県教育委員会 『歌内遺跡』秋田県文化財調査報告書第88集 1982(昭和57年)

鹿角市文化財調査資料261984(昭和59年)

『鹿角市 鹿角市 1982(昭和57年)

秋田県教育委員会 『秋田県遺跡地図Jl 1976(昭和51年)

鹿角市教育委員会 『鹿角の館(3)Jl鹿角市文化財調査資料251984(昭和59年)
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第 3章発掘調査の概要

第3章発掘調査の概要

第1節遺跡の概観(第28図)

調査区のほぼ中央部を東西に農道が通っており、それを境にして北側に比して南側が低く、

比高差1~1. 2mを測る。これは南西から谷が入っていることにもよるが、後世に削平された形

跡が窺われる。また、調査区周辺にはたばこや陸稲が栽培されており、地山近くまで耕作が及

んでいる。このため、鹿角地方に特徴的な大湯浮石層が確認されたのは、農道とその周辺に限

られた。もう少し詳しく見てみると、 45ラインより南側については、現況が山林であり、黒色

地山漸移層、地山という堆積が観察される。しかしながら、大湯浮右の堆積は見られなかっ

た。 45---55ライン間については、耕作を受けた痕跡が明白で、地山のロームが混入した黒色土

の直下に地山が観察された。 55ラインの北側の農道付近の土層は非常に整っており、黒色土、

大湯浮石、黒色土、地山漸移層、地山という堆積を示している。 57ラインから北に行くにした

がい、大湯浮石は面的にはとらえにくくなる。

図示した土層図は、調査区を南北に分断する農道部分の断面(A)と、 50ラインに沿って残し

たベノレトの断面(B)である。

第2節調査の方法

1 調査区の設定(第2図)

昭和62年9月1目、 3日---4日の3日間にわたり範囲確認調査を実施した結果、鹿角農林事務所

が設定した道路中心杭No.121十10m ---No .127+5 mの間の範囲が調査対象区域となった。中

心杭No.123を基準点とし、 No.123とNo.124を結ぶ直線を基準線、として、さらにそれと

る線を設定し、調査対象区域に4m><4mの方限(グリァド)をつくるように杭を打設した。グ

リッド呼称は、縦軸(y軸)に2桁のアラビア数字、横軸(X軸)に2文字のアノレファベットを付

し、その組み合わせで呼ぶこととした。基準点とした中心杭No.123を(MA50) として、各グ

リッドを呼称する。各グリッドは、南東隅の杭の(X、y)で表示している。グリッドY軸は、 N

_40 -Eを計測する 0

2 発掘調査方法

十和田湖の火山の噴出物である大湯浮石層の堆積が予想されたため、遺構のプラン確認を数

度にわたり行うこととした。また、耕作が大湯浮石の下まで及んでいる場合でも、遺構埋土中

- 6 
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第 3章発掘調査の概要

に軽石粒が混入しプランを確認できることも考慮、して、最低二度にわたってプラン確認を行う

こととした。

遺構の調査は、二分法または四分法によることとし、必要に応じて在意に土層観察用のベノレ

トを設定した。記録は、違り方測量と平板測量を併用し、土層図、遺物出土状況図、平面図を

作成することとした。また、調査の状況を11国を追っ ることとし、遺構の断面、

遺物出土の状況、完掘の状況等を中心に撮影を行った。

第3節調査経過

8月29日午前に作業員説明会を開催し、午後から調査を開始した。調査区内を農道が通って

いるため、遺構等がかかっていた場合農道の付けかえを含めて調査工程を見直す必要が出てく

ることも考えられた。そのため農道に沿ってトレンチを設定し、遺構等の有無を確認する作業

を優先することにした。その結果、土坑を合計3基(SK01• 02 • 05)検出したのみで、農道部

分の遺構密度は小さいと判断された。 9月1日調査区南側から表土除去に着手した。

設も開始した。 9月6日ベルトコンベアーが稼働を始め、表土除去が一層進展した。 LT47• 48 • 

49、MA47.48.49グリッドでSI01• 02 • 03竪穴住居跡と土坑群(SK03. 04 ・ 06~09 • 14)のプ

ランを検出した。9月8日SK05土坑から土師器、驚等が出土し始めた。 9月10日SI01~03竪穴住居

跡と士坑群のプラン確認状況の写真撮影を行った。当該竪穴住居跡は重複しており、 SI01→SI

02→SI03と新しくなることが判明した。 9月13日SK05土坑の遺物の収納を行った後、平面図を

作成した。 SIOl~03竪穴住居跡と土坑群の調査に着手した。 9月 14 日 MA53 . 54グリッド内でS

KI01竪穴遺構とSK10、11土坑のプランを確認した。 9月19日ト和田高校の鎌田教諭来跡。大湯

中心とする地質についてレポートを作成中で、土のサンプリングをしてし、かれた。 57ラ

インから北側について、表土除去作業を開始した。 9月22日MA63、64グリッド

住居跡が2軒重複して検出され、 SI05• 06とした。 遺構の半分近くは調査区外の畑にかかって

いる 0 506竪穴住居跡からは、ブヅン確認の時点で炭化材が顔を出しており、焼失家屋で、ある

ことが容易に判別できた。 MA59グリッド付近では楕円形の落ち込みを確認し、 SI07としたも

のの、調査を進めたところ風倒木痕であることが判明したこ}9月29日SI01

物収納と土層断面図の作成を行った。南側壁に付設されたカマドは、当初日01竪穴住居跡のも

のと考えられたが、 SI02竪穴住居跡がSI01竪穴住居跡の南側壁をそのまま利用していることか

ら、 SI02竪穴住居跡に付設されたカマドと判断された。 10月3日SKI01竪穴遺構の埋土中から焼

土を検出し、その範囲を記録してさらに掘り下げたところ、底面中央に柱穴と思われるピット

を確認した。 SI05・06竪穴住居跡は貼り床がなされていることが判明した。 10月4日SI06竪穴

-8-



第 3節調査経過

住居跡の炭化材の出土状況を写真撮影後、実測図の作成に着手した。 SI02襲穴住居跡のカマド

の調査に着手した。 10月7日SKI01竪穴遺構の周囲を精査したところ、対角線上に柱穴が検出

された。 10月12日土坑等の調査をほぼ終了した。 SI06と重複しているとみられたSI05竪穴住居

跡は、床面および柱穴が検出されず、 SI06竪穴住居跡と同じ掘り方しか検出されなかった。し

たがって、 と思われたSI05は、 SI06竪穴住居跡がつくられる時の掘り 途中からプ

ランを縮小した結果2軒が重複してし、たように観察されたものであることがわかった。 10月14

日竪穴住居跡等の完掘写真を撮影し、すべての調査を終了した。

-9-



第4章調査の記録

第4章調査の記録

第1節検出遺構と出士遺物

本遺跡、で検出された遺構は、縄文時代の竪穴遺構l基、平安時代の竪穴住居跡4軒と土坑8基、

時期不明の土坑8基である。

1 縄文時代

8KI01竪穴遺構(第3・4図、図版2• 3 • 15) 

MA54 • 55グリッド、地山面で、検出した。南2.5mの地点にSK11土坑が位置する。長軸290cm、

短軸250cmの楕円形を呈する。掘り込みは二段になっており、内側の掘り込みは180cmx 190c 

mのほぼ円形で、ある。底面はほぼ平坦であるが、踏み固められたような堅い面は観察されなかっ

た。中央からやや東に寄った底面にピットを有する。直径25----28cmで、深さは底面から13cm

を測る。本遺構の周囲を精査したところ、対角線上に一合計4つのピットを検出した。それぞれ

の数字は、確認面からの深さを表している。埋土は、上位と下位に黒色土が入っており、中位

に焼土や炭化物を含む層が観察される。出土した遺物は、この中位の焼土居の上方に集中して

いる。 1~4は同一個体で器形は鉢形である。口縁部が小波状を呈し、頚部に平行沈線を4条め

ぐらせている。踊部にはLR縄文を施している。 5と6は同一個体で、 LR縄文を施したあと口縁

部を磨消して無紋帯としている。 7は、口縁部に3条の平行沈線、内側に1条の沈線をめぐらせ

ている。外面には煤が付着している口 8---10は、内面に朱が塗布されてし、る。 11は、推定の口

径と器高がそれぞれ13cm、12.4cmの鉢形土器で、ある。頭部に平行沈線を2条ヲiき、縦{立の沈

線で4単位に区画した後、さらに2条の平行沈線、を充填している。口縁の内聞にも1条の沈線が

めぐる。内外面とも煤が付着し、底部は磨滅が著しい。

2 平安時代

平安時代の遺構としては、竪穴住居跡4軒、土坑8基が検出された。土坑については、すべて

から時期を決定する遺物が出土したわけでないが、埋土中に大湯浮石に特有な軽石粒が含まれ

ていたことから、平安時代に属するものと判断された。

(1)竪穴住居跡

8101竪穴{主居跡(第5"-'7図、図版4・8・9)

LT47・48、MA47・48グリッドに検l引された。 SI02.03竪穴住居跡、SK07• 08・14土坑と

複関係にある。すなわち、 SK07・14土坑を切って本遺構がつくられ、本遺構はSI02• 03竪穴

10 -



一一

も /
@ 

J田γ/ 、
¥ イトS K 11 

∞ 199一4一00一m D C 

〉

¥
 

¥
 。

第 1節検出遺構と出土遺物

〉

。-13 d区 〉
/千
//  
/シ/

一
一
山
由

e
h
p

口
ロ
ヨ

C 

八一也

D 

E 

G 

1.黒色ごと(N2/1) 焼土粒とローム粒を少量含む。

2. !こるくL、黄褐色土(lOYR4/3) 焼土粒とやや多めの口一ム粒j箆入。

3.黒褐色土(lOYR2/2) 焼土粒を少量含むロ

4. (こぶし、赤褐色土(5YR4/4) 焼土粒と黒急土混入。

5.樟色土(5YR6/8) 焼土層。
6.にふくし、黄褐色土(10YR4/3) 炭化物と少量の焼土を含む。

7.黄撞色土(10Y陥 16) ロームブロック。少量の黒色二仁混入。
8.にふくし、黄褐色土(lOYR4/3) ローム粒混入。

9.暗褐色土(lOYR3/3) 細カLいローム粒多量に混入ロ

I 

/一一〕
F 

H
 

/ -u 
lOa.黒色土(lOYR2/l) 炭化物 z ローム粒混入。
lOb.黒色土(lOYR2/1) 10a層よりロ…ム粒多い。

11.にぶし、黄褐色土(10YR4/3) ローム粒多めに混入。

焼土粒含まずロ

。

第3図 S K I01整穴遺構実灘間



第4章調査の記録
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検出遺構と出土遺物第 1節

住居跡、 SK08土坑に切られている。東から西に向かつて地山が傾斜しているため、西側の壁

を検出することができなかった。規模は南(JW634cm、東1a~608∞、北側642cm、西1aU630cm(推定)

ほぼ方形のプラ γを呈する竪穴住居跡、である。プラ γ確認面から床面までの深さは南側壁で、

で、O，...，_，46cm、東側壁で、39'"'"'51cr弘北側壁でO'"'"'28cmを測る。床面は地山闘を踏み固めたもので

非常に臨く締まっている。柱穴は、各壁偶部と東側壁際に3本、北側壁際に3本、南側壁際に2

本、西側壁際に3本設けられている。柱穴の床面からの掘り込みは5'"'-'43cmで、南束、南西側

の隅柱はそれぞれ1本(民、P.)、北東、北西側にはそれぞれ2本(PS• 丘、P14 • P1S)設けられて

この他の柱穴は、埋土が黒褐色あるいは暗褐色で、地山プロックが密に混入され、非常いる。

に固く締まっていることから、本遺構に伴うものでSI02竪穴住居跡が構築される時埋められた
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2 m 。1.掲色土(10YR4/6) 治山ブロック混入。

2.にぶい黄褐色土(10YR5!4) 地山粒子、浮石粒子若子混入。

3. (こぶい葉褐色土(10YR4/3) 

4.褐色土(lOYR4/6) ;字詰粒子混入。
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第4章調査の記録

ものと判断された。深さは、床面から6~16cmで、ある。土層断面の観察は、 S102が大部分重複

しているため東側壁から約120cmのところまでしか確認できなかったが、その部分での埋土は

4層に分層された。壁は、東側が最も遺存状態が良く、地山面から床面に対しでほぼ垂直に掘

り込まれている。カマドは検出されなかった。図示できた遺物は、 16点である。 1~10は、ロ

クロ成形による土師器杯である。 1~6は、内面黒色処理されて、外面は浅黄撞色~にぶい寅撞

色を呈する。 7は南側壁際床面付近から出土しており、内面が燈色~浅黄燈色、外面が浅黄燈

r 務W
V7
F
 

3 
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第4章調査の記録

を呈し、外商に墨書文字がみられる。口縁の歪みが大きし口径15.6cm、底径7.2cm、器高5.

5cmを測る。 8~10は底部に回転糸切り痕が残る。9の内面には黒色処理が施されており、へラミ

ガキ痕がみられる。 11は、須恵器奮の口縁部である。12~16は、土師器聾の口縁部である o~、ずれ

も内面へラナデ、外出へラナデ、へラケズりが施されている。15は塩土中に浮いた状態で出土し

ており、口唇部をヘラで調整して国をとっている。16は胎土に多量の砂粒を含み、内面が

色、外面が怪色を呈する。17、18は、フレークである。図に掲載しなかったが、住居跡南東隅の埋

土中から鉄浮が出土している。

SI02竪穴住居跡(第8~12図、図版4 づ. 10~13) 

LT47.48、MA47.48グリッドに検出された。 SI01竪穴住居跡が廃棄された後、貼り床を施

して本遺構をつくっている。北側はSI03竪穴住居跡に切られている。方形プランを呈し、

隅部近くの南側壁にカマドが付設された竪穴住居跡で、ある。主軸方位がS 9
0

-Eで、

は南側498cm、東側482cm，~ヒ側472cm、西側494cmで、東側の一部及び北側の壁(破線部)は、

調査特に掘りすぎたため推定ラインである。プラン確認面から床面までの深さは、 O~36cm で、

ある。 S101竪穴佳居跡、同議地111が東から西に傾斜しているため、西寄りの壁は認められなくな

る。床面の大部分は貼り床で、貼り j床に使われた土はいくつかに分けることが可能であった。

すなわち、1.黒褐色土十地山ブロソク、 2.黒 J福色土ト地山ブロック十軽石ブロック、 3.

土少量ト地UIブロック十軽石ブ口、ソク、 4.地山士主体の黒掲色土、 5.暗j悔色士十地山ブロック

で炭化物混入、 6.踏褐色土主体の地山ブロックで炭化物、焼土粒子混入の6種類である。

された。 PI~-Plの規模は、直径約50cm、床面からの深さが42~57cmを測る口

埋土は、暗弱色で非常にもろくボロボロ Lているむ&豆七Aの混入は見ちれなかったu P，; 

土はこれらに良くにており、同時に埋まったものと考えられる。カマドは、南側壁の西寄りに

付設されている。天井部が崩洛しており、遺存度は良くなかった。員占 v)JAくを施した後に、カマ

ドを付設する範囲を楕円形に掘り込んでし、る口その後に、袖の芯材と Lt、こ石を回定するために、

にあたる部分をさ tコに2諮り込んでいる c

偏平な石を両方に架けて、それを芯として

内部から、支開!として転用した斐形土師器の底部が

に石を として

り付けてカマドを構築している。

ら出土して

おり、特にカマド間辺に集中している。図示できた遺物は、住居跡埋土中出土のものが6点、カ

マド周辺出土のものお点の計21点である。 1~4は、内面に黒色処理が施されたロク口成形によ

る土師器杯である。 3，4は床間近くから出士しており、内面にはへラミガキ痕、3の底部には回転

糸切り痕がみられる。 5、6は、土師器撃である。内面ヘラナデ、外面ヘラナデ¥ヘラケズリ

められる。 5は床面近くから出土し、腕部上半から口 にかけてほ に立ち上がって
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第 1節検出遺構と出土遺物

A 

B 

S K 0 7 

5 8 9 10 

暗掲色土(lOYR 3/3) 地山粒混入口浮石粒多量混入。

灰黄掲色ニ仁 (10YR4/2) 3.掲色土 (lOYR 4/6) 

4.暗褐色土 (lOY只3/4) 堅くしまっている。浮石粒多量混

2 m 入。 5.黒褐色土 (10YR2/2) 地山粒若手含む。 6.に
ぶL、黄掲色ニt(IOYR4/3) 軽石粒混入。 l 暗褐色土 (10Y
R3/3) 8. {こるくい黄褐色土 (10YR5/4) 地山ブロック、

軽苓粒多量に混入。 9.暗褐色土(lOYR3/3) 浮右粒翠入。

10‘褐色土 (10YR4/6) 堅くしまっている。

第S罰 S I 0 2竪穴住農跡実測密

いる口 7~21は、カマド周辺出上の遺物である。7はカマ ら出土して

おり、 に粘土組を したもので、口在4.4cm、 .2cm、器高2.8cm、

大幅6.2cmを測る。胎土には

を呈する。8はカマド右側床面から

を含み、内面が灰褐色~樫色、

しており、 に細かい砂粒を

色

上
福

き

rh町

げ成形による小型の土師器棄である。口径9cm、底径6.3cm、

外面は明赤褐色を呈する。 9、10はロクロ成形による土師器杯である。9の内面には、

施されており、へラミガキ痕がみられる。11はカマド内左側袖石の掘り から した掠

17 -



第4章調査の記録

貼り床埋土註記

A 地山土主体+黒褐色土(IOYR2/1)少量+軽石ブ口ック。

B 黒褐色土(10YR2/l)+地山ブロック，

C 地山土主体+黒掲色土(10YR3/2)。。暗褐色土(10YR4/3)+地山ブロック、炭化物混入。
E 暗褐色土(10YR3/3)主体+地山ブ口ック、炭化物混入。

F 黒褐色土(10YR3/2)十地山ブロック+軽石ブロック。

。 2 m 

第9図 S 1 0 2竪穴住居跡貼り床範囲図

羽口である にはj容認:物 している。 12~~19は、 口 ある。 ラナ

デ、外面ヘラナデ、ヘラケズリ調整がされている。15の外面には、ヘラナデ後に棒状工具痕がみら

れる。17はカマド左側の理士中から し、日間部 が1l.2cm、口径12.4cmを測り、腕部よ

り口縁部が張り出している。20、21は、士師器斐の底部で、ある。20はカマドの支脚に転用されたも

ので、カマド燃焼部中央、天井部の芯材として利用された踊平な石の下から出土している。内面

は、燈色~にぶい樹色、外…面はにぶい福色~民黄編色を是し、)底径9cmを測る。

S103竪穴住居跡(第13・14図、図版4)

。。
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第 10図 S 1 0 2竪穴住居跡カマド実測図

された。 SIOl• 02竪穴住居跡より新しし北東側の援がSK08土坑によっ

て切られてし、る。規模は、東側228crn、南側180cm、西，側218crn，~UJliJ 165crnで、ある。プラン確認

面から床面までの深さは、東側31cm、南側8cm、西側31cm、北側iJ15cmで、ある。埋土は、 8層に分

属された円 SI02竪穴住居跡の床面を約2cm掘り込んで床面としており、非常に良くしまってい

る。柱穴は、 3本検出された。図示できた遺物は5，点である Oし、ずれも理土中に浮いた状態で出

土してし、る。 1~3は、ロクロ成形による土師器杯の口縁部、4、 5は須恵器翠の胴部である 04 ， 5の外

- 19 -
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第 11図 S 1 0 2竪穴住居跡出土遺物実現.IJ閤・拓影図(1)

- 20 -



第 1節検出遺構と出土遺物

20 

U 
14 

刀
ハ
日
け
ハ

μ

11 

19 

18 

。

第12図 S 1 0 2竪穴住居跡出土濯物実浪.lJ図・拓影図(2)
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1.暗褐色土(7.5YR3/4)

2.暗褐色土(7喰5YR3/3)

3a.褐色土(lOYR4/6) 

3b.褐色土(lOYR4/6) 浮石粒子多量混入。

4.褐色土(7.5YR4/4) 粘性、しまり強。

5.にぶい糞褐色土(lOYR5/4) 地山ブロック多量に混入。

6.褐色土(lOYR4/4) 地山粒子、炭化物混入。

7.褐色土(lOYR4/6)

8.暗褐色土(7.5YR3/3) 毘くしまっている。

9.褐色土(lOYR4/6) 

10.明褐色土(7‘5YR5/6)
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石
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地山ブロック多量に混入。

S 1 0 3竪穴性居跡実現IJ図第 13図

面には板状工具によるタタキ目がみられ、内面には当て具痕が残っている。色調は、内聞が浅黄

燈色、外面がにぶし、黄佳色を呈する。

S106竪穴住居跡(第15~19図、図版5 ・ 6 ・ 14)

も北に位置する。本遺構の西された遺梓与の中MA63・64グリッドで、検出され、

されたのはその一部にすぎない。確認問は、地山面

プラン確認の時点で炭化材や焼土粒が検出されたため、焼失家屋であることが明ら

- 22 -

側は調査区域外にかかっているため、

であった。



第 1節検出遺構と出土遺物

ぷ ス

4 

かになゥf二r，

第 14図 S 1 0 3竪穴住居跡出土遺物実測図 a拓影図

、北側壁が270cm、東側壁が800cm、南側壁は450cmで、ある。 戸り

床面までの深さは、 8.1~47cmで、ある。プラン確認を行ったとき、 よりひとまわり大き

いプランを確認したため、 にある あろうと推定されたり調査を進めたと

F ブ

t一つ、 と考えられる されず、組く掘った後埋めもどされた痕跡のみが観察された。

このため、ひとまわりブミきいプランは、 と る虫Ijの遺構ではなく、 っくるに

あたって掘り込んだもので、途中でプランを縮小した結果重複関係にあると推定されたもので

ある。一旦埋めもどして壁としていることから、東側と南側の壁はやや軟弱であった。北側の

壁については、当初の掘り込みをそのまま利用して援としているため、他の壁に比較すればしっ

かりしていた。 と地山のロームないしはロームブロックを混ぜた土で、全面に

わたって貼り床がたされていた。 、南東隅と北東隅に各1本、南壁際に3本、 に4

木、 に2本の合計-11本検出されたり りに貯蔵穴と思われる不整形の

撮り込みを検出した。 179X160cm、深さ約36cmの規模を有する。この他に、貯蔵穴の中にピッ

23 -
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調査の記録第4章

μ」

μJ A 

m 

ロ

9.黄燈色土(10YR8/6) 黒色土少量混入。粘性強。

10.黄糧色土(lOYR8/8) ローム粒ロームブロックより成る。

11.にぶL、黄褐色土(lOYR5/t.) ローム粒、ロームブロック、

黄褐色粘質土、黒色土混入。

ローム粒、口一ムブロック混入。

焼土粒、口一ム粒、黒色土混入。

ロームブ口ック、黒急土混入。

軽石粒、ローム粒混入。

ローム大ブロックとローム粒、

黒色土混入。

軽石粒、口一ム粒、

ロームブロック(中)混入。

4.黄燈甑土(7.5YR7/8) 焼土粒、同ブロックから成る。

5.黒色土(7.5YR1.7/1) 多量の炭化物を含むυ

6.にぶい樺色土(7.5YR6/4) ローム粒少量混入。

7.暗褐色土(10YR3/3) ロームブ口ック、口一ム粒混入。

8. にふくし、韓色土(7.5YR6/4) ローム粒、ロームブ口ック粘質土
混入。粘性強。

第 15圏

1.黒褐也土(10YR3/2)

2.明寅褐色土(10YR6/6)

12.黒褐色土(lOYR2/2) 

13.黒褐色土(lOYR3/2)

14.明黄褐色土(lOYR6/6)

15.明黄褐色土(2.5Y6/6)

16.黄色土(2.5Y8/6) ロームブロック(中)、黒褐色土混入。

17.オリーブ褐色土(2.5Y4/3) 少量の口ーム粒、軽石粒混入。

- 24 
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3.黒褐色土(10YR2/2)
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第 1節検出遺構と出土遺物

2 m 

第 16図 S I 0 6竪穴住居跡 a焼土 e炭化材出土状況図
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第 17図 S 1 0 6竪穴住居跡・掘り方実灘間
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第1節検出遺構と出土遺物

4 

10cm 

第 18図 S 1 0 6竪穴住居跡出土遺物実浪.IJ図・拓影図(1)
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第4章調査の記録

ぐD

¥ トペグ

14 

。
18 

15 

10・・・・・・・・-住居跡出土土器

11""'18...貼リ床出土土器

17 

10cm 

第 19図 S 1 0 6竪穴住居跡出土遺物実現IJ図ー祐影図(2)

卜を3(P2'""'-'PJ、南東隅寄りにピットを1(P1)検出した。それぞれの規模は、 P1 : 57x54cm、

深さ約17cmo P2 : 46 x 55cm、深さ約50cmo P3 : 32 x 40cm、深さ約41cmo Pl : 27 x 28cm、深

さ約63cmで、ある。カマドは、検出されなかった。また、床面に炭化した板材が多数残ってお

り、東側と北側の壁付近からは、腰板と思われる板材がやや内傾した状態で出土した。遺物は、

- 28 



第 1節検出遺構と出土遺物

土師器杯、土師器護等の破片23点が出土した。このうち数点を除いては、埋土中に浮いた状態

で出土している。 1~4は土師器杯である。 1~3は内面が磨かれており、黒色処理が施されてい

る。 4は、 RP9とRP14が接合したもので、床面近くから出土している。内面には煤が付着して

いる。1l~18は、貼り床中から出土したものである。 IIは、手提土器である。底部に粗いケズ

リがなされているが、ケズリすぎて器厚が薄くなっているため、焼成後に一部欠失している 0

12、13は土師器杯で、内面が黒色処理されてしι。18は、須恵器査の破片である。

(2)土坑

SK05土坑(第20.21図、図版7)

MA63、Lτち3グリッド内の黒褐色土(N層)中に大湯浮石が流れ込んでいたため、プランを

確認することができた。西側の一部は、範囲確認時のトレンチによって失われていた。規模は、

推定で112x 133cm、深さ 15~23cmを測る。掘り込みは、地山漸移層から地山上面にかけて及

んでおり、壁はW層の黒褐色土である。遺物は、土師器杯、土師器聾などの破片が大湯浮石中

から集中して出土した。 2は、内面が黒色処理された土師器杯である。接合できなかったが、

胎土・焼成等から同一個体と判断された。 5は、推定の口径が14.2cm、底径7.7cm、器高12.4

----13.4cmの小型の土師器棄で、ある。:外面にヘラケズリの後、粗し、ナデが全面になされてL、る。

6は、輸積み痕の明瞭に残る小型の土師器斐である。外国の調整はへラケズリ、内面は横位の

ヘラナデが施されている。ロ琵14.8cm、底怪9.6cm、

縁部内側に煤状炭化物が付着しているの

SK03土坑(第22図、図版7)

.2cmCし、ずれも を測る。口

MA46，LT46グリッド内の地Ll[面で検出された。プラン確認時に掘りすぎて、 J二部を削平し

てしまった。 144x 100cmの方形の平面プランを呈する。深さは、比較的遺存状態のよい東側

で、20----22cm、間寄りで、8~10cmで、ある。図化できなかったが、底面から二i二部器護の破片が1点

出土した。

SK08土坑(第22図)

LT48グリッド地山富でプランを確認した。 SI03竪穴住居跡が廃棄された後につくられてし、

ることが、埋土中に軽石粒が多量に含まれていたことから判別できた。平面形は、楕円形を呈

する。規模は、 170x 114cm、確認面からの深さ15----17cmで、ある。掘り込みは、地山まで達し

ておらず、 SI01竪穴住居跡とS103竪穴住居跡の埋土中で完結してし、る。底面はほぼ平坦、壁は

南側の壁を除いてゆるい角度で立ち上がっている。 遺物は、関化できなかったが、土師器楚の

破片3点が出土した。

SK10土坑(第22図、図版7)

MA53 ， MB53 グリッドの境界線上に位置する。地山面でプランを確認した。直径105~ 1l3c

- 29 -
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1.淡黄色土 (5Y8/4) 軽石細粒と少量の焼土粒混入。

2.黒褐色土(lOYR2/2) 炭、焼土粒を多く含む。
3.黒色土 (lOYR 2/1 ) 軽お粒、地山口一ム粒を少量含，む0

4.明赤褐色土 (5YR 5/8) 焼土粒をやや多く含む。

的

第20図 S K 0 5土坑実浪IJ図
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200.200 m 

4 

1.暗褐色土(10YR3/3) 黒色土、細かい地山口一ム、軽五細粒混
入する。

2田黄櫨色土(10YR7/8) 地山口一ムブロック。
3.暗掲色土(lOYR3/3) 黒色土、焼土、少量の地山口一ム粒混入。
4.暗褐色土(10YR3/3) 黒色土、焼土混入ロ

行
¥
1
i
i
i
一三!

/

/

J

I

J

¥

¥

O

 
S 1 0 3 

1.灰褐邑土(7.5YR4/2) 大湯浮石粒子多量に混入。
2.精褐色土(7圃5YR3/3)
3.補色土(7.5YR4/4) 粘性強。

S K 1 0 

199.900m 

K 

1.黒色土(10YRl.7/1) 少量の地山口一ム粒と軽石を含む。
2.黒褐色土(10YR2/2) 少量の地山口一ム粒と車宝石を含む。
3.黒褐色土(10YR2/3) 少量の地山口一ム粒と軽石を含む。
4.褐色土(10YR4/4) 多量の微細地山口一ム粒、少量の地山

ローム粒(小)と軽石を含む。
黄綴色ニ乞(10YR7/8) 黒色二七を多く含む。
暗褐色ニl:.(10YR3/3) 地山口一ム粒を少嚢含む。
野音褐色土(10YR3/3) 地山口一ム粒とロームブロック(中)を

少筆含む。
8.黒褐色土(10YR2/2) 地山口一ム粒、軽石を多く含む。
9.賞獲色土(lOYR5/6) 地山口一ム粒(微細)と黒色土混入。
10.黒褐色土(lOYR2/2) 地山口ーム粒(中)少量混入。
11.黒褐色土(lOYR2/2) 地山口一ム粒(中)の混入量が101警より

多いQ
12. J1室経色土(10YR7/8) 黒色二七をほとんど含まない。

S K i 1 

/千--.........~"-"

o 
199.400 m 

1.黒褐色土(lOYR2/2) 地山口一ム粒、ロームブロック、
軽石粒混入。

2. にぶい黄褐色土(10YR5/4) 黒色土粒やや多量に混入。

m
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検出遺講と出土遺物第 l節

mのほぼ円形のプランを呈する。確認面からの深さ 125~132cmを拠る。ほぽ平坦な底面から

した箇所が若干観察される。遺物は出土しなかった。立ち上がる壁は、

SKll土坑(第22図、図版2)

は、 SKI0土坑のMA54グリッド地山面でプランを確認した。 SKIO土坑と

北東235cm に本遺構が位置する G 直径l02---105cmのほぼ円形で、確認面からの深さは、 11~1

8cmを測る。壁は、比較的ゆるやかに立ち上がる。遺物は出土しなかった。

SK14土坑(第23• 24図)

200.700 m 

@ 骨S 1 0 1 

S K 0 7 

二弘J?¥¥
1.にふ礼、黄褐色土(lOYR 5/4) 地山口一ム数、
口一ムブロック、黄褐色粘質土、黒色土混入。

褐色土(10YR4/4) 軽石粒を多量に含む。
黄褐色土(lOYR 5/6) 粘土ブロック多量に含む。
掲色土 (10YR 4/6) 少量の軽石粒を含む。
結掲色土(lOYR 3/3) 粘土粒子、軽お粒を含む。
lこぶし、黄褐色土 (10YR5/4) 粘土粒子を含む。

1
2
3
4
R
d
 

2 m 

多量の地山口一ム粒と
ロームブロック、黒色土、

少量の軽石粒を含む。

地山ローム粒、ローム

ブロックを多量に含む。

明黄掲怠土 (10YR6/6)

2.明賞掲往土 (10YR7/6)

S K 1 6土坑

201‘50Qm 

S K 1 4 • S K 1 5・SK 1 6 土坑実~JìIJ図

つリつd
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第4章調査の記録

MA48グリッドで検出した。 SIOl竪

穴住居跡の貼り床を除去中にプランを

確認した。 SIOl竪穴住居跡をつくる時

に、上部を削平し、北東隅の部分を壊

している。長軸l04cm、短軸88cmの

隅丸方形の平面形を呈する。確認商か

らの深さは、 17~30cmを測る。底面

は、北から南に向かつてゆるやかに傾

斜している。壁は、やや急、に立ち上が

る。出土遺物は、土師器杯の破片1点

である。口径14.4cm、底径6.3cm、器

高4.7cm(し、ずれも推定)を測る。飴

土に小砂粒を含む。指頭で押されてつ

。
口

2 

1一一.....S K 1 4土坑出土

2、3... S K 1 5土坑出土

m
 
c
 

k
d
i
t
-
2
 

3 

いたと思われるくぼみが明瞭に残っている。 第24図 SK14.SK15土坑出土遺物実浪IJ図

SK15土坑(第23• 24図、国版16)

SI06竪穴住居跡の貼り床を除去する時に検出された。 MA64と:tv1B64グリッドの境界線上に

る。長軸95cm、銀軸77cmの隅丸方形を呈する。確認蘭からの深さは、 32~34cmを測る。

ほ である。 と思われる鉄製品である。 2，3とも上部を欠失して

さは、 2が7皐5cm、3が6且6cmo 断頭は、いずれも4x4mmの方形し、る口

を呈する二1

SKl 

SK15土坑と り床を除去する際に検出された。 MB63グリッドに

にかかっている。調査ができた部分の規模は、北側の

測る山深さは、 42へ 55cmで、ある。東側の壁がllOcm、

__ .1-

にiζ く¥、 くぼむ冊.tkを呈している。 遺物は

3 時期不明の遺構

時期不明の遺構としては、土坑8基を検出した。

SK01土坑(第25図、図版7)

LT55グリッドとIvIA55グリッドにまたがって検I出された。確認面は、地山漸移層中である。

しなかった口

調査区の南側 つ-Cl、る円

直径92~97cmのほぼ円形のプランを呈する。地山首からの深さは、 40'"'-'44cmを測る。底面は

ほぼ平坦である。遺物は出土しなかった。
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第 1節検出遺構と出土遺物

3民o2土坑

199.700 m 199.700 m 

lしょノ十2
i.黒褐色土(iuYR2/2) 地出ローム粒子j毘入。

2.暗褐色土(7.5YR2/2)地山口ーム粒子混入。しまりやや良い。

3.にぶい黄掲色土(10YR5/4) 地山口ーム粒子多量に混入。

しまりやや良い。

SK04土坑

1.黒褐色土(7.5YR2/2) 地山口ーム粒子混入。

2.褐色土(7.5YR4/3) 地山口ーム粒子全体に均一に混入。

しまりやや良い。

SK06土坑

@ 
@ 

J98. 800 m 

200.500 m 

1.黒褐色土(7.5YR3/2) 地山口ーム粒少量混入。

2.にぶい黄樟色土(10YR8/8) 地山口一ム粒、黒色土混入。

3.黄櫨色土(10YR8/8) 地山口一ム粒。

4.にふくい黄掲怠土(lOYR5/4)
1.黒褐色土(10YR3/2) 黒褐色土、ロームブロック、白色粘土

ブロック(小)、少量の炭を含む。

2.黒褐色土(10YR3/2) 黒褐色土、口ーム粒を含む。

3.明黄補色土(lOYR6/8) 黒色土少量混入。

。 2 m 

第 25図 S K 0 1 • S K 0 2 • S K 0 4 • S K 0 6土坑実測図

rhu 

q〈
U



第4章調査の記録

SK02土坑(第25図、図版7)

SKOl土坑の北西約350cmのMA56グリッド内に位置する。権認面は、 SKOl土坑と同様に地

山漸移層中である口直径88------99cmのほぼ円形で、地山面からの深さは28~30cmで、ある。底面

はほぼ平坦であるが、壁の立ち上がり

SK04土坑(第25図)

ある。遺物は出土しなかった。

MA46グリッド内の地山面でプランを確認した。平面形は不整形で、南北方向で、147cm、東

西方向で;105cmを測る。地山面からの深さは、 10------27cmで、ある。底部は平坦でなく、凹凸が

ある。遺物は出土しなかった。

SK06土坑(第25図、図版7)

LT46 グリッド地山面で検出した。平面形は方形を呈し、 94~140cmの規模を有する。深さ

は、 6~14cmを測る。底面は、ほぼ平坦である。壁は北側がやや急角度で立ち上がるが、その

他の壁はゆるやかに立ち上がる。遺物は出土しなかった。

SK07土坑(第26図)

MA47、MA48グリッドにまたがって検出された。 SI01竪穴住居跡の精査中に地山面でプラ

ンを確認した。東側半分は、 S101竪穴住居跡の貼り床の士によって埋められていた。直径167

----172cmの不整円形を呈し、深さ9---34cmを測る。壁は、ほぼ垂直に近い角度で立ち上がる。

底面は、凹凸が著しし、。遺物は出土しなかった。

SK09土坑(第26図)

MA48グリッド内の地山面でプランを確認した。平面形は、不整形を呈する。北西側壁で10

6cm、南西側の壁で、129cm、南東側壁で、85cm、北東側の壁で、120cmを測る。深さは、 5~18cm

を測る。誌面はほぼ平坦である口壁は、南東から南側にかけての控がややゆるやかに立ち上が

る。遺物は出土しなかった。

SK12土坑(第26図)

LS50グリッドとLT50グリッドの境界線上に位置する。プラン確認箇は、地山面である。平

面形は不整形を皐し、 118x 157cmの規模を有する。深さは、 6へ~10cm を測る。底面は、ゆる

い起伏が認められる。遺物は出土しなかった。

SK13土坑(第26図)

LS42グリッドとLT42グリッドにまたがって検出された。検出された遺構の中で、最も南に

位置する。プラン確認面は、地山面である。平面形は不整形で、南北121cm、東西184cmの規

模を有する。確認面からの深さは、 31~70cmを測る。底面は、西から東に向かつて傾斜して

しら。遺物は しなかった。
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第 1部検出遺構と出土遺物

心ο

語

亡二工コ

S K 13土坑

ーF ラ¥

201ャ100m

1.暗褐色土(10YR3/4) ボソボソしていて粘性なし。

2.褐色土(lOYR4/6)

3.明黄褐色土(10YR6/6) 黒色土少量混入。

第 26図 S K 0 7・SK 0 9 • S K 1 2 • S K 1 3土坑実浪.IJ関

-t 

199.400m 
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1.叢褐怠土(10YR5/8) SI01の貼り床。

2.暗掲色土(10YR3/4)

3.暗褐色土(lOYR3/4)

1.黒褐色土(10YR3/2) 地山口一ム粒(小 a中)、少量の黒色土混入。

2.黄褐色土(10YR5/6) 地山口ーム粒、黒色土混入。
ボソボソしている。

3. (こぶし、黄褐色土(10YR5/4) 黒色土少量混入。

4.黄撞色土(10YR7/8) 地山口一ムブロック。

2 

1.黒色土(7.5YR2/1) 地山口一ム粒子混入。

2.灰褐色土(7.5Y階 /2) 粘性若干あり。

3.黒色土(7.5YR3/l) 地山ローム粒子少量混入。

G 2 m 

S K 12土坑

G区

E
C
O
N
.
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第4章調査の記録
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1、10・H ・H ・H ・"MA4 4出土

2…一 -・・・ LT 4 3出土

3~5 、 9、11、12・・'MA47出土

6・…・・・ H ・"'MB 4 6出土

7…'"・ H ・"… LT 47出土

8・ …ハーMA48出土

9 

第 27図 遺構外出土遺物実浪，IJ国 e拓影関
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第2節検出;外出土遺物

第2節遺構外出土遺物(第27図)

遺構外出土遺物は、南北に長い調査区の南側に偏在している。すなわち、 43ラインから50ラ

インの間で大部分が出土している。遺物としては、石器剥片、縄文土器、土部器、須恵器であ

るが、そのほとんどが破片でミしかも小破片のものが多い。単純に点数だけをあげると、石器

剥片2点、縄文土器8点、土師器38点、須恵器12点という内訳になる。 3は、土師器杯の底部資

料である。ロクロを用いて成形しているが、外面の底部付近にはケズワ調整を施している。 9

は、須恵器護の胴部片で、 7点が接合したものである。内面全体にナデ状の調整が認められる。

また、外面に煤が付着しており、内面は剥落が観察される。 12は、 MA47グリッド出土の土師

器杯である。胎土には、砂粒と鉄津と思われる酸化鉄が少量含まれている。丸底風の底部から

段がついて口縁部へとやや開きぎみに立ち上がる。底部の作り出しはやや雑で、きれいな円を

描かなし、。調整は、内外面ともへラナデである。内面は、黒色処理が施されている。底径は、

10.8cmで、ある。これら遺物の出土グリッドと遺構配置の関係をみると、 SI01~03竪穴住居跡

と土坑群がある LT46.47、 MA46~48 グリッドからの出土数が比較的多く、そこから南西側

にゆるく傾斜している に沿って分布しているのがわかる。
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第 5章まとめ

第5章ま と め

本遺跡で検出 a 出土した遺構と遺物について、若干のまとめと問題点を述べてみたい。

縄文時代

竪穴遺構と出土遺物について

今回の調査では、本遺構の性格を明らかにできるような資料を得ることはできなかった。こ

こでは、本遺構の特徴と出土遺物について述べたい。①楕円形のプランで一度掘り下げたあと、

さらに円形に2段の掘り込みを有する。①患部の中央にピットを有する。①壁外柱穴を有する。

①埋土中に焼土層が観察される。①遺物のほとんどは、暁土層から上で出ことしている。①~①

は、本遺構の形態上の特徴ということができ、①と①は、本遺構の廃棄された時の特徴という

ことができる。

①については、楕円形のプランと円形のプランの別遺構向士の重複の結果と解釈できなくも

ない。この点について、埋土の堆積状況をみると、時期差のある堆積というよりも、一つの落

ち込みの中に土が流れ込んだ状況を呈しており、本遺構が単独の遺構であるとすることができ

る。①と①については、本遺構の上屋の構造を考える上で手がかりになるものと忠われる。

本遺構から出土した縄文土器は、口縁部資料から3個体数えられた。いずれも鉢形の器形で

ある。地文のみで口縁部を磨消すものと、頚部に平行沈線文を主体とするものとがある。縄文

時代晩期後半、大潟C2式に比定される。

平安時代

竪穴住居跡について

検出できた4軒の竪穴住居跡について、 A:規模 B: C:カマド D:床面と

E:埋土の5点から分析してみたL、。

A:規模 次の3つに分けることができる。 A-1方形を呈する比較的大型の竪穴住居跡で¥

01 と 06がこのグノレープである。床面積は、 01が約38m2~ 06の調査部分が約27m2で、全体で、は推定

で、50m
2前後で、ある。A-2方形を呈し中規模の竪穴住居跡で、 02が相当するの床面積は約23

m
2で、ある。A-3 方形を量し小規模の竪穴住居跡で、03が相当する。床面積は約3.9m2で、ある。

B:柱穴配置 3つのグループに分けることができる。 B-1 柱穴が各隅部に配され、各

壁に沿ってさらに2ないし5本の柱穴をもっグルーフGで、 01と06である。お-2 4本の主柱穴が

配されるものであるが、カマドのそばの柱穴以外の3本が壁により片寄って配置される竪穴住

居跡で、 02が相当する。 B-3柱穴の配置に規則性のみられない竪穴住居跡で、 03が相当す
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る。

C:カマド 4軒の竪穴住居跡のうちカマドが付設されていたのは02で、 03には付設されて

いなかった。 01については、 02と重複しており、 02がつくられた時に壊された可能性が考えら

れる。また、 06については検出されなかったが、遺構の半分近くが調査区域外にあるため、付

設の有燕は不明である。

D:床面と壁溝 貼り床がなされているかどうかと壁溝の有無によって、次のように分け

られる。 D-1 貼り床が一部なされていて壁溝がないもので、 01が相当する。 D-2 全面に

わたり貼り床がなされていて壁溝がないもので、 02が相当する。 D-3 全面に鮎り床がなさ

れていて壁溝が一部観察されるもので、 06が相当する。 D 4 貼り床も壁溝もないもので、

03が相当するo

E:埋土 壇土の中に大湯浮石が含まれているかどうかによって、次のように分けられるo

E-1 大湯浮石が流れ込んで層としてとらえられるもので、これに相当する住居跡はなかっ

た。 E-2大湯浮石特有の軽石が霜i珪り状に含まれているもので、 01、旬、03、06のすべての住

居跡が相当する。

以上5つの視点からみた結果として相関関係を求めると、規模A-1と柱穴配置B-1およ

び埋土E-2の関係が認められる。この結果、 01と06の相関が強いことがわかる。 SI01，02，03 

の各竪穴住居跡に関しては、 SI01--l>SI02→SI03という新旧関係がとらえられているので、 SI01

とSI06の相関が強いとすると、SI01とSI06がほぼ同時存在と推定でき、 4軒の住居跡の変遷が一

応跡づけられることになる。

焼失家屋について

4軒の竪穴住居跡のうち、炭化材が出土したのはSI01，02，06の3軒である。このうち出土量が

多く、比較的遺存状態がよかったのは、 SI06であった。地山面まで下げて本遺構のプランを確

認した時には、襲被と思われる板材が東側と北側の壁際に観察され、本遺構が焼失家屋である

ことが容易に判別できた。埋土を取り除いていったところ、壁板がやや内傾しており、その下

の床面に板材が出土し始めた。この板材は、壁に沿って平行にすき間なくならべられており、

床に密着していたことから、敷かれていたことが推定される。遺存のよい板材は、 l幅28~30c

m、長さ75cm前後を測る。板材の確認される範囲は、壁際から45~110cmであり、住居中央部

からは確認されない。全体を調査できたわけではなし、ので断定はできないが、貯蔵穴を含めた

中央部と壁際の板敷き部分とで使われ方に区別があったのではないかと想像される。類例とし

(主主1) 設2)

ては、下乳牛遺跡S101竪穴住居跡と能代市上の山口遺跡S1 18竪穴住居地跡の例が上げられ

る。下乳牛遺跡の場合は、敷き板材を水平に固定するための根太が出土しているが、本住居跡、

からは根太は出土していない。上の山II遺跡の場合は、腰板が内側に倒れ込んだという解釈と
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敷板とする解釈を掲げ可能性を指摘するに留めている。

また、本住居跡は焼失によって廃棄されたので、あるが、土器等の出土遺物が少ないことから、

火事になっても生活用具を持ち出す余裕があったのか、運び去ってから故意に火を放ったかの

どちらかが想定される。

遺構の新旧関係について

遺構の切り合いのほかに、切り合い関係にない場合でも埋ごとから新l日関係がある程度推定で

きた。

調査区南側に位置する遺構については、 SK07、SK14がSIOHこ、 SI01がSI02に、 SI02がSI03に、

SI03がSK08にそれぞれ切られている。 SK07とSK14は、前者に大湯浮石に特有の軽石の混入が

みられず、後者にのみみられたことから、 SK07はSK14よりも古い時期のものであることが推

定された。このことから次のような関係がわかる。

SK07・・.SK14→SI01→SI02→SI03→SK08 く1)

調査区北側に位置する遺構については、 SK15、SK16がSI06によって埋められている。 SI06

とSK05との関係は、撹乱があいだに入っていて不明であったが、埋土によって次のように推

定できた。 SK05の埋土上慣に大湯浮石が層をなして入っていたことから、大湯浮石降下後そ

れほど時間を経ない時期にSK05が廃棄されたことが推定される。一方、 SI06の埋土中には、

軽石が霜降り状に含まれていたことから、 SI06が廃棄されたのは、大湯浮石降下後ある程度時

間を経た時期と考えることができる。以上のことから、次のように新旧関係を推定できる。

SK05...SK15、SKl6→SI06 く2)

先ほどの竪穴住居跡の分析から、 SIOlとSI06の相関関係が認められる。これと、くl入く2>か

ら次のような新旧関係を想定できる。

SK07.・.SK14→SIOl→SI02→SI03→SK08

SK05...SK15、SK16→SI06

出土遺物について

本遺跡から出土した平安時代の遺物は、土器と鉄製品等である。土器は、須恵器の杯と菱、

土師器の杯と護が出土している。須恵器の土器に占める割合は少なく、ほとんどが土師器であ

る。 遺構の変選から、土器の変遷もとらえられないか試みたものの、明確な時期差を読み取る

ことはできなかった。ここでは、土師器を中心とした若干の特徴を述べるに留めたい。土師器

杯了ロクロ成形で成部切り離しは回較糸切りである。内面に磨きを施した後、黒色処理をして

いるものが一部にみられる。土師器薬:粘土紐巻き上げ成形で、外面の調整が底部付近にへラ

ケズリ、内面にへラナデが施されている。巻き上げ痕がかなり明療に残っている土器もみられ
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る。底部は、砂底、木葉痕を残すもの、ヘラ等で調整しているものがある。器種については、

杯、撃のみで、鍋形はみあたらなかった。

最後に、遺講外出土遺物として取り上げた土師器杯(第27図12)であるが、ロクロを使用せず

丸底風の底部と体部のあいだに段をもっ点で、{患の土師器杯と異なる。遺構内から出土してい

る土師器よりも古い様相を皇し、 8世紀後半とされる国分寺下層式に比定されるものと思われ

る。

おわりに

本遺跡は、縄文時代晩期後半と奈良時代、平安時代に営まれたことがわかった。このうち後

者については、竪穴住居跡等の埋土中に軽石を含むことから、 10世紀前半とされる大湯浮石噴

出以後と推定される。しかしながら、その細かな年代幅の決め手になる資料@手がかりにやや

欠けるのは残念である。

註1) 秋田県教育委員会 『東北縦貫自動車道発掘調査報告書xu秋田県文化財調査報告書
第119集 1984(昭和59年)
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集 1984(昭和59年)
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I SKIOI!竪穴iI.土膚土佐11状況{高菌から)

2 SKIOI!竪穴温情ヲ聖徳状況はtから}
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S 1 0 2鐙穴住居跡出土土師器
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I 199.5m I層 黒色土 (10YR2/1) 軽石粒少量含む。

土 II層 黒色土(lOYR1.7/1) 軽石粒をやや多く含む。硬質。
200.0m 

III層貧褐色土 (10YR5/8) 大湯浮石層。
VJ 

W層 黒褐色土(10YR2/3) 少量の軽石粒、焼土含む。

V層褐色土 (10YR4/4) 地山漸移層。
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V N 

199.5m 
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